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挑
戦
と
成
長
を
続
け
る“
オ
レ
ン
ジ
ソ
ウ
ル
”
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レ
ノ
フ
ァ
山
口
Ｆ
Ｃ
の
２
０
１
９
年
シ
ー
ズ
ン
は
、
��
勝
８
分
2�
敗
、
勝
ち
点
��

の
��
位
。
チ
ャ
ン
ス
に
勝
ち
点
を
積
み
上
げ
き
れ
ず
、
悔
し
さ
の
残
る
幕
切
れ
と
な

っ
た
。
こ
の
部
で
は
、〝
オ
レ
ン
ジ
ソ
ウ
ル
〞
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
最
後
ま
で
奮
闘
し
た

昨
季
の
戦
績
を
は
じ
め
、
誕
生
��
年
目
を
迎
え
る
ク
ラ
ブ
の
軌
跡
、
応
援
企
業
の
熱

い
思
い
や
ス
タ
ジ
ア
ム
グ
ル
メ
な
ど
を
４
㌻
に
わ
た
っ
て
お
届
け
。
ま
ず
は
チ
ー
ム

一
丸
で
挑
ん
だ
４
年
目
の
Ｊ
２
シ
ー
ズ
ン
を
、
�0
試
合
ご
と
に
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

１

－10
節

ớ
̎
月
24

Ỗ
̐
月
21

Ờ

　
ミ
ス
も
絡
む
悔
し
い
開
幕

２
連
敗
を
経
て
、
初
勝
利
は

第
３
節
（
ジ
ェ
フ
ユ
ナ
イ
テ

ッ
ド
千
葉
戦
）。
相
手
の
ア

ク
シ
デ
ン
ト
も
絡
み
、
最
後

は
＃
４
高
井
和
馬
選
手
の
２

連
続
ゴ
ー
ル
で
乱
戦
を
制
し

た
。
そ
の
後
５
試
合
は
惜
敗

と
ド
ロ
ー
を
重
ね
、
第
９
節

（
鹿
児
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｆ

Ｃ
戦
）、
第
�0
節
（
モ
ン
テ

デ
ィ
オ
山
形
戦
）
で
２
連
勝

と
よ
う
や
く
浮
上
の
兆
し
が

見
え
た
も
の
の
、
こ
こ
ま
で

　
気
迫
で
臨
ん
だ
第
��
節

（
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク

戦
）
で
６
試
合
ぶ
り
の
勝

利
。
第
��
節
（
横
浜
Ｆ
Ｃ

戦
）、
第
��
節
（
フ
ァ
ジ
ア

11

－20
節

ớ
̐
月
28

Ỗ
̒
月
30

Ờ

　
第
2�
節
（
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク

ス
新
潟
戦
）
は
＃
��
工
藤
壮

人
選
手
の
同
点
弾
で
貴
重
な

勝
ち
点
１
を
獲
得
。
第
2�
節

（
Ｖ
・
フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎

21

－30
節

ớ
̓
月
̓

Ỗ
̕
月
̍

Ờ

戦
）
は
、
試
合
結
果
は
残
念

だ
っ
た
が
入
場
者
数
１
万
２

１
０
５
人
を
記
録
し
、
ハ
ー

フ
タ
イ
ム
に
は
初
め
て
オ
レ

ン
ジ
色
の
ジ
ェ
ッ
ト
風
船
が

空
を
舞
っ
た
。

31
－42

節

ớ
̕
月
̔

Ỗ
11
月
24

Ờ

　
第
�2
節
（
愛
媛
Ｆ
Ｃ
戦
）

で
は
＃
�0
池
上
丈
二
選
手
の

絶
妙
な
ア
シ
ス
ト
で
４
試
合

ぶ
り
の
白
星
を
つ
か
ん
だ
。

以
降
ホ
ー
ム
４
戦
無
敗
を
維

持
す
る
も
、
第
��
節
（
Ｆ
Ｃ

琉
球
戦
）
は
土
壇
場
で
勝
ち

越
さ
れ
た
。
ホ
ー
ム
最
終
戦

の
第
��
節
（
モ
ン
テ
デ
ィ
オ

山
形
戦
）
は
、
２
点
を
先
制

し
な
が
ら
無
念
の
逆
転
負

け
。
試
合
後
、
＃
２
坪
井
慶

介
選
手
の
引
退
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
、
��
年
と
い
う
長
い
現

役
生
活
の
功
績
が
所
属
チ
ー

ム
の
垣
根
を
超
え
て
称
え
ら

れ
た
。
坪
井
選
手
は
最
終
戦

の
第
�2
節
（
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ

ィ
ス
戦
）
に
先
発
。
最
後
ま

で
チ
ー
ム
一
丸
で
奮
闘
し
た

レ
ノ
フ
ァ
だ
が
、
４
連
敗
で

終
戦
。

　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
若
い
力
の
成
長
を
促
し
な

が
ら
チ
ー
ム
を
強
化
す
る
難

し
さ
が
結
果
に
表
れ
た
昨

季
。
そ
れ
で
も
選
手
た
ち
の

戦
う
姿
勢
に
ブ
レ
は
な
か
っ

た
。
今
シ
ー
ズ
ン
も
霜
田
正

浩
監
督
続
投
が
決
定
。
そ
の

手
腕
の
真
価
も
問
わ
れ
る
３

年
目
〝
霜
田
レ
ノ
フ
ァ
〞
に

注
目
だ
。

͖
Ỷ
͏
は
̑
෦
ͩ
て

３
勝
２
分
５
敗
と
苦
し
い
滑

り
出
し
に
。

＃14吉濱選手は３試合連続ゴール

アシストで魅せる＃10池上選手

ー
ノ
岡
山
戦
）
で
は
途
中
出

場
の
＃
��
吉
濱
遼
平
選
手
が

２
戦
連
続
得
点
で
引
き
分
け

に
持
ち
込
み
、
第
��
節
（
Ｆ

Ｃ
岐
阜
戦
）
は
４

－

０
で
完

勝
し
た
。
第
20
節
（
ア
ビ
ス

パ
福
岡
戦
）
で
は
開
幕
初
の

逆
転
勝
利
を
飾
る
な
ど
、
６

月
は
一
転
負
け
な
し
。
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本
格
始
動

Ｊ
Ｆ
Ｌ

初
参
戦
で

Ｊ
3
昇
格

Ｊ
3

優
勝

怒
涛
の
終
盤
8
連
勝
で

つ
か
ん
だ
挑
戦
権

9
月
終
戦
、

失
意
の
シ
ー
ズ
ン

初
の
Ｊ
2

ひ
と
ケ
タ

ま
さ
か
の
4
位

レノファ
サッカーの
基盤確立

【監督】宮成　隆
【成績】中国リーグ：8勝6敗（4位）

【監督】宮成　隆
【成績】中国リーグ：7勝4分6敗（3位）

【監督】宮成　隆
【成績】中国リーグ：11勝5分0敗（優勝）

【監督】宮成　隆
【成績】中国リーグ：13勝1分4敗（2位）

【監督】月岡　利明
【成績】中国リーグ：14勝1分3敗（優勝）

【監督】月岡　利明
【成績】中国リーグ：13勝2分3敗（2位）

【監督】河村　孝
【成績】中国リーグ：9勝5分3敗（4位）

【監督】中山　元気
【成績】中国リーグ：13勝3分2敗（3位）

【監督】上野　展裕
【成績】JFL：16勝3分7敗（4位）

【監督】上野　展裕
【成績】J3：25勝3分8敗（優勝）

【監督】上野　展裕
【成績】J2：14勝11分17敗（12位）

【監督】霜田　正浩
【成績】J2：16勝13分13敗（8位）

【監督】霜田　正浩
【成績】J2：13勝8分21敗（15位）

【監督】上野　展裕/猿澤　真治/
　　　カルロス・マジョール
【成績】J2：11勝5分26敗（20位）

中国リーグ
王座奪還

全国社会人大会優勝! 立ちはだかる2年目の壁

悔しい経験も
成長の糧に

中国リーグ制覇
しかし…

いよいよJ2のフィールドへ　
開
幕
戦
で
初
勝
利
を
挙
げ
、

第
２
節
に
し
て
首
位
に
立
っ

た
。
ク
ラ
ブ
ラ
イ
セ
ン
ス
制
度

で
「
Ｊ
２
ラ
イ
セ
ン
ス
」
が
交

付
さ
れ
、
昇
格
の
た
め
に
残
す

は
成
績
要
件
だ
け
と
な
っ
た
終

盤
、
一
転
し
て
苦
し
い
戦
い
と

な
り
、
2
位
の
町
田
に
並
ば
れ

て
し
ま
う
。
し
か
し
最
終
戦
ア

デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
タ
イ
ム
の
ラ
ス

ト
プ
レ
ー
で
、
平
林
輝
良
寛
選

手
が
劇
的
な
昇
格
ゴ
ー
ル
！

　
中
国
リ
ー
グ
に
所
属

　
Ｊ
Ｆ
Ｌ
屈
指
の
選
手
層
の
厚
さ

を
実
現
し
て
大
き
く
飛
躍
。
Ｊ
Ｆ

Ｌ
得
点
王
に
輝
い
た
岸
田
和
人
選

　
若
い
選
手
を
加

え
、
戦
力
強
化
で
臨

ん
だ
２
年
目
。
初
出

場
の
天
皇
杯
で
は
Ｊ

Ｆ
Ｌ
の
ソ
ニ
ー
仙
台

に
惜
敗
な
ど
、「
全

国
大
会
」
を
肌
で
感

じ
、
翌
シ
ー
ズ
ン
に

つ
な
が
る
飛
躍
の
年

と
な
っ
た
。
　

　
若
手
と
ベ
テ
ラ
ン
が
一

丸
で
挑
ん
だ
��
年
シ
ー
ズ

ン
。
山
下
敬
大
選
手
が
��

得
点
を
記
録
す
る
な
ど
、

個
々
に
成
長
が
見
ら
れ
た

一
方
、
惜
し
く
も
勝
ち
点

を
逃
し
た
試
合
も
多
か
っ

た
。
悔
し
い
経
験
を
積
ん

　
前
年
の
活
躍
で
中
核

選
手
が
移
籍
。
根
幹
の

再
構
築
を
図
る
も
結
果

が
つ
い
て
こ
な
い
。
５

月
の
２
試
合
を
猿
澤
真

治
監
督
が
指
揮
し
、
夏

以
降
は
カ
ル
ロ
ス
・
マ

ジ
ョ
ー
ル
監
督
が
就

任
。
徐
々
に
復
調
の
兆

し
も
見
え
、
何
と
か
残

留
圏
内
に
復
帰
し
た
。

　
痛
恨
の
ド
ロ
ー
発
進
か

ら
��
節
ま
で
は
無
敗
３
分

と
健
闘
す
る
も
、
天
王
山

で
敗
戦
を
喫
し
、
首
位
争

い
か
ら
一
歩
後
退
。
リ
ー

グ
戦
は
３
位
で
終
わ
っ
た

が
、
全
国
社
会
人
大
会
で

快
進
撃
を
見
せ
て
歓
喜
の

初
優
勝
。
２
０
１
４
年
新

設
の
「
Ｊ
３
」
へ
の
参
入

は
逃
し
た
も
の
の
、
念
願

の
Ｊ
Ｆ
Ｌ
昇
格
を
果
た
し

　
開
幕
２
連
勝
と
順
調
な
滑
り
出
し
を
見

せ
た
が
、
そ
の
後
は
逆
転
負
け
や
ア
デ
ィ

シ
ョ
ナ
ル
タ
イ
ム
で
の
被
弾
な
ど
が
重
な

り
、
前
半
戦
終
了
早
々
に
リ
ー
グ
制
覇
の

夢
は
途
絶
え
た
。
全
国
社
会
人
大
会
ル
ー

ト
で
の
Ｊ
Ｆ
Ｌ
昇
格
の
道
へ
希
望
を
託

し
、
中
国
代
表
の
出
場
権
を
つ
か
む
も
２

回
戦
敗
退
。
２
年
続
け
て
早
す
ぎ
る
終
戦

を
迎
え
た
。

　
長
年
の
課
題
だ
っ
た
前
線
の
攻
撃
力
ア

ッ
プ
を
図
り
、
大
型
補
強
を
敢
行
。
チ
ー

ム
力
は
飛
躍
的
に
向
上
し
た
が
、
結
果
は

リ
ー
グ
２
位
。
天
皇
杯
、
全
国
社
会
人
大

会
で
も
早
々
に
敗
退
と
な
っ
た
。

　
強
豪
チ
ー
ム
が
台
頭
し
、
中

国
リ
ー
グ
は
全
国
屈
指
の
戦
国

リ
ー
グ
へ
と
変
貌
し
た
が
、
最

後
ま
で
粘
り
強
く
自
分
た
ち
の

サ
ッ
カ
ー
を
貫
き
２
年
ぶ
り
の

リ
ー
グ
王
者
へ
。
そ
れ
で
も
、

全
国
の
壁
は
な
お
厚
い
。

　
前
年
の
活
躍
で
周
囲
の
期
待
も
高

ま
っ
た
シ
ー
ズ
ン
。
序
盤
は
低
迷
し

　
リ
ー
グ
無
敗
で
つ
い
に

初
優
勝
を
飾
る
。
全
国
の

強
豪
と
Ｊ
Ｆ
Ｌ
昇
格
を
争

い
、
初
出
場
し
た
「
全
国

地
域
リ
ー
グ
サ
ッ
カ
ー
決

勝
大
会
」
の
決
勝
ラ
ウ
ン

ド
に
進
出
。
し
か
し
、
こ

こ
で
失
速
し
た
レ
ノ
フ
ァ

は
無
得
点
の
末
全
敗
。
全

国
ト
ッ
プ
と
の
力
量
差
を

痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。

　
強
豪
ひ
し
め
く

Ｊ
２
の
舞
台
。
苦

戦
を
強
い
ら
れ
つ

つ
も
、
一
時
は
３

　
下
位
に
沈
ん
だ
前
シ
ー
ズ

ン
を
巻
き
返
す
よ
う
に
、
開

幕
戦
か
ら
３
連
勝
。
リ
ー
グ

2
位
の
得
点
22
を
挙
げ
た
オ

ナ
イ
ウ
阿
道
選
手
を
は
じ

め
、
多
く
の
選
手
が
躍
動
し

た
。
勝
ち
点
も
過
去
最
高
の

��
に
伸
ば
し
、
８
位
と
い
う

Ｊ
２
参
入
以
来
初
の
ひ
と
ケ

タ
順
位
を
記
録
。

手
の
��
点
目
の
ゴ
ー
ル
で
最
終
戦

も
勝
利
を
飾
っ
た
。
��
月
��
日
、

ク
ラ
ブ
創

設
�0
年
目

に
し
て
Ｊ

2
昇
格
を

つ
か
み
取

っ
た
。

位
に
ま
で
上
り
詰
め
た
。

天
皇
杯
は
３
回
戦
進
出
。

Ｊ
１
チ
ー
ム
相
手
の
善
戦

で
貴
重
な
経
験
を
積
ん

だ
。
入
場
者
数
は
ホ
ー
ム

ゲ
ー
ム
３
試
合
で
�
万
人

を
超
え
、
ス
タ
ジ
ア
ム
は

文
字
通
り
オ
レ
ン
ジ
一
色

に
。

た
が
終
盤
に
は
攻
守
が
か
み
合
い
、

最
終
戦
で
佐
川
中
国
に
敗
れ
る
ま
で

怒
涛
の
�
連
勝
。
地
域
リ
ー
グ
に
2

で
さ
ら
に
成
長
し
た
チ

ー
ム
の
巻
き
返
し
に
期

待
し
た
い
。

（C）RENOFA YAMAGUCHI FC

（C）RENOFA YAMAGUCHI FC

（C）RENOFA YAMAGUCHI FC

（C）RENOFA YAMAGUCHI FC

た
。

年
連
続
出
場
し
、
再
び

Ｊ
Ｆ
Ｌ
へ
の
挑
戦
権
を

得
た
。
し
か
し
、
昇
格

の
夢
は
ま

た
も
お
預

け
に
。

Ｊ
３
昇
格
承

認
の
吉
報
を

受
け
、
全
国

��
番
目
の
Ｊ

ク
ラ
ブ
が
山

口
に
誕
生
。

し
て
い
た
「
県
教
員
団
」
が
母
体

と
な
り
、
２
０
０
６
年
４
月
に
誕

生
。
初
の
中
国
リ
ー
グ
は
宮
成
隆

監
督
と
選
手
��
人
の
体
制
で
迎

え
、
初
勝
利
は
３
試
合
目
の
日
立

笠
戸
戦
だ
っ
た
。
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Yamakatsuが当日会場で就活を応援します！ブース訪問件数に応じてYamakatsuより素敵な特典があります。

施設東側から見た完成イメージ

15年10月完成の南北自由通路

多目的ホールホワイエ
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「ターミナルパーク整備」プロジェクト佳境
持続可能なにぎわい創出目指し

ど
が
入
居
す
る
「
公
的
機
関

等
オ
フ
ィ
ス
」
な
ど
が
設
け

ら
れ
る
。

　
ま
た
、
市
民
の
健
康
意
識

の
醸
成
や
健
康
寿
命
の
延
伸

等
を
目
的
と
し
て
、
地
域
医

療
と
連
携
し
た
メ
デ
ィ
カ
ル

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
施
設
「
ラ
イ

フ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ボ
」、

学
生
や
若
い
社
会
人
な
ど
に

向
け
た
居
住
型
の
人
材
育
成

施
設
「
ア
カ
デ
ミ
ー
ハ
ウ

ス
」（
2�
人
入
居
）、
市
有
地

を
活
用
し
た
民
間
の
独
立
採

算
事
業
「
環
境
配
慮
住
宅
」

（
３
棟
��
戸
）
も
配
置
。
音

楽
ス
タ
ジ
オ
、
会
議
室
、
駐

車
場
（
立
体
・
平
面
約
５
０

０
台
）、
駐
輪
場
な
ど
の
整

備
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
施
設
の
東
側
と
西
側
に

完
了
。
現
在
は
、
20
年
度
末

完
成
予
定
で
④
南
口
（
新
幹

線
口
）
駅
前
広
場
お
よ
び
⑥

山
口
宇
部
道
路
長
谷
Ｉ
Ｃ
と

駅
前
と
を
繋
ぐ
ア
ク
セ
ス
道

路
と
な
る
都
市
計
画
道
路
新

山
口
長
谷
線
（
県
事
業
）
の

整
備
が
、
22
年
度
末
完
成
予

定
で
⑦
市
道
矢
足
新
山
口
線

（
通
称
・
駅
前
通
り
）
の
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
南
口
駅
前
広
場
で
は
、
こ

れ
ま
で
混
在
し
て
い
た
タ
ク

シ
ー
と
一
般
車
の
駐
停
車
・

乗
降
場
を
分
離
。
送
迎
時
の

混
雑
解
消
に
つ
な
が
る
。
自

家
用
車
ゾ
ー
ン
と
タ
ク
シ

　
山
口
市
産

業
交
流
拠
点

施
設
の
建
設

も

含

め
、

「
出
会
う
・

つ
な
が
る
・

生
ま
れ
る
・

広
が
る
」
を

全
体
コ
ン
セ

プ
ト
に
２
０

０
７
年
度
か

ら
市
が
進
め

て
い
る
の
が

業
者
支
援
や
、
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
出
の
た

め
の
セ
ミ
ナ
ー
・
イ
ベ
ン

ト
等
を
行
う
「
産
業
交
流

ス
ペ
ー
ス
」、
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
総
合
窓
口
機
能
の
充

実
を
図
ろ
う
と
、
や
ま
ぐ

ち
産
業
振
興
財
団
・
山
口

し
ご
と
セ
ン
タ
ー
・
山
口

県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
な

ー
ミ
ナ
ル
パ
ー
ク
整
備
（
基

盤
整
備
）」
で
は
、
①
南
北

自
由
通
路
②
橋
上
駅
舎
③
北

口
駅
前
広
場
④
新
幹
線
口

（
南
口
）
駅
前
広
場
⑤
既
存

自
由
通
路
⑥
県
道
新
山
口
停

車
場
長
谷
線
⑦
ア
ク
セ
ス
道

路
の
構
想
が
策
定
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
①
②
③
⑤
が

　
２
０
２
１
年
度
の
供
用
開
始
を
目
指
し
、
��
年
４
月
「
山
口
市
産
業
交
流
拠
点
施

設
」
の
建
設
が
開
始
さ
れ
た
。
本
事
業
の
概
要
を
中
心
に
、
新
山
口
駅
周
辺
の
安
全

性
・
利
便
性
・
回
遊
性
の
向
上
お
よ
び
小
郡
都
市
核
全
体
の
機
能
強
化
へ
向
け
た
取

り
組
み
等
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

は
、
そ
れ
ぞ
れ
広
場
が
誕

生
。
駅
前
は
多
目
的
ホ
ー
ル

の
ホ
ワ
イ
エ
に
面
し
た
「
出

会
い
の
広
場
」、
西
側
は

「
ラ
イ
フ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ラ
ボ
」
や
「
ア
カ
デ
ミ
ー
ハ

ウ
ス
」
に
隣
接
し
た
「
地
域

交
流
広
場
」
で
、
イ
ベ
ン
ト

等
と
連
携
し
た
利
活
用
や
市

民
・
施
設
利
用
者
間
の
交

流
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く

り
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
二

つ
の
広
場
を
つ
な
ぐ
吹
き
抜

け
の
自
由
通
路
や
ロ
ビ
ー
に

は
テ
ー
ブ
ル
や
い
す
が
設
置

さ
れ
、
気
軽
に
読
書
や
学
習

に
利
用
で
き
る
。

ー
・
観
光
バ
ス
ゾ
ー
ン
の
間

に
は
交
流
ス
ペ
ー
ス
も
設
け

ら
れ
る
。
ま
た
、
長
谷
Ｉ
Ｃ

と
駅
が
直
結
す
る
こ
と
で
、

ア
ク
セ
ス
性
・
回
遊
性
の
向

上
や
駅
の
交
通
結
節
機
能
強

化
も
期
待
さ
れ
る
。
県
事
業

と
し
て
広
範
囲
の
道
路
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
駅
前
通
り
は
北

口
駅
前
の
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド

と
い
う
位
置
づ
け
。「
安
全

で
快
適
な
都
市
空
間
の
形

成
」
を
目
指
し
、
電
線
の
地

中
化
工
事
、
歩
道
の
美
装
化

や
緑
化
が
進
行
中
だ
。

産
業
交
流
拠
点
施
設 

建
設
進
む

２
０
２
１
年
度
供
用
開
始　

指
定
管
理
者
も
決
定

　
同
施
設
は
、
交
流
人
口
創

出
と
産
業
支
援
・
人
材
育
成

機
能
の
役
割
を
果
た
す
拠
点

と
し
て
整
備
さ
れ
る
。
施
設

全
体
の
延
べ
床
面
積
は
約
１

万
４
９
０
０
平
方
㍍
で
、
事

業
費
は
約
１
０
９
億
８
千
万

円
。
��
年
３
月
、
公
募
型
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
同
施
設

整
備
等
の
事
業
者
が
森
ビ
ル

都
市
企
画
グ
ル
ー
プ
に
決
定

「
タ
ー
ミ
ナ
ル
パ
ー
ク
整

備
」
事
業
だ
。
総
事
業
費
約

１
６
０
億
円
の
巨
大
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
、「
新
山
口
駅
タ

し
て
お
り
、
こ
の
ほ
ど
指
定

管
理
者
に
森
ビ
ル
都
市
企

画
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
リ
ン

ケ
ー
ジ
共
同
企
業
体
が
選
定

さ
れ
た
。
指
定
期
間
は
2�
年

４
月
１
日
か
ら
��
年
３
月
末

ま
で
。

　
最
大
２
千
席
の
収
容
能
力

を
持
つ
可
変
型
の
「
多
目
的

ホ
ー
ル
」
を
は
じ
め
、
産
業

支
援
機
関
等
と
連
携
し
た
事
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2020年（令和 2年）１月１日㈬　８サンデー山口
サ
ン
デ
ー
山
口（
山
口
版
）は
、朝
日
・
毎
日
・
読
売
・
中
国
・
日
経
へ
の
新
聞
折
り
込
み（
山
口
市
内
全
域
）、各
所
へ
の
紙
面
設
置
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
公
開（IUUQ���X

X
X
�TVOEBZ�ZBN

BHVDIJ�DP�KQ

）等
の
方
法
に
よ
っ
て
、み
な
さ
ま
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。




